
その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業所

事業所等の所在地

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

巣鴨体育館

所

号

級

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町

日本標準産分類
における細分類番号

形

1 1 7 0

以

名番地
下

範

再生可能工
の利用

態

前年度の
からの

囲

■自己所有

,

巣鴨3-8-フ

2,483.99

■建物の全部

0

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①・⑭XO.0258)

・101'1・

P

エネノレギ

口他者所有

邑

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

J貝

使用期

二酸イヒ,,ハ
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの bNこ
伴って排出される二酸化炭素の量(③.圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訊

総計(④・②゛③)

■

燃料等のイ用に伴い排出される二酸化,ハの延面積当た
りの量(⑤"②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

区

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜闇不明の場合を含む。)

単位

口

昼間(8時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

区

夜冊セ2時~翌日即寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

区

蚫

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。

※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間yl,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,000)X⑨とする。

口

154

@

⑥

57,212.4

L

口

kl

298

⑤

係数

口

口

t

kwh

0.0

2

口

⑦

45,00

kwh

熱量
(GD

0.0

300

50,80

kwh

0.0

@.(@/1000)X⑦

119.9

36,70

kwh

0.0

口

2,574.6

0.0

348,293,0

k三一C02/m2

二酸化炭素排出量

口

0,0

9,97

m

0゛0

0.0

9.28
ー゛

0゛0

0.0136

排出量"'
ω

@.⑧X@xdU12

4,498.or

9.76

0'01肌

4,498.0/

9.76

0.0185

0,0

3,399.3

0.0

128.4

0,4890

5,973.9

0.0

0,4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

0.0

170.3

0.0

298.フ

1.2

1.8
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の
使用状況の把握

対策番号

A202

A203

重点対策

A204

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

取組状況の点検体制の構築

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI09

CⅡ4

空室・不在時等のこまめな消灯

C501

空室・不在時等の空調停止

対策番号

、

C504

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

EI03

ボイラ等の定期点検の実施

E114

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

E123

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

トップランナー機器の採用

6 特記事項

'白

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

その他

■

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m2

C02削減率圃年度比)

C02排出量儒影

%

-J

(日本産業規格A列4番)
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

池袋スポーツセンター

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の生たる用途

形

名番地
下

範

再生可能工
のリ用

標準産業分類
ける細分類番号

7

態

0

前年度の
からの

囲

■自己所有

13,453.30

上池袋2-5-1 健康プラザとしま

■建物の全部

010ル1^

口事務所

区工場

、ノレギー

"況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.025田

・10-・

9 8

P

エネルギ

区他者所有

■

区市町村瑠

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

i眞

使用期

二酸化一素
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水'への排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③.⑯)

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④.②、③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化,ハの延床面貝当た
りの量(⑤.②XI000ノ事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

区建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(LPの

その他(灯油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電車業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値瀧

その他の買電(昼夜問不明の揚合を含む。〕

単位

口

昼間(8時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜冏(22時~翌日部寺)

使用量

公共下水道

Nm

③

口

誕

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並ぴに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間yl,000

⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,000)X⑨とする。

口

593

①

⑥

口

56,870.2

L

1,151

kl

⑤

係数

区

区

k、vh

0.0

W

口

⑦

1,169

45.00

熱量
(GD

0.0

kwh

50.80

k、vh

0.0

⑧"(⑥no0のX⑦

85.5

36.70

0.0

kwh

口

2,093,143.0 '

2,559.2

0.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

0.0

m3

9.97

m3

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

30,412.0

排出量""
ω

⑩二⑧X@X躬n2

9.76

0.0161

26,934.0

9.76

0.0185

0.0

20,429.1

0.0

127.6

0.4890

22,988.2

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

1,023.5

0.0

1,151.2

0.0

四

8.1

10.8

細本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A401

重点対策

(裏)

テナントにエネルギー使用量提供

BI01

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

゛

設備導入対策

DI01

空室・不在時等の空調停止

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

ボイラ等の定期点検の実施

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他

豊島健康診査センター、上池袋コミュニティセンター、健康プラザ喫茶室併設/雨水利用

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率轍年度比)

C02排出量倫量)

%

t

(日本産業規格A列4番)

の
握
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把
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の畠称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

総合体育場

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町

形

以

右番地
下

範

再生可能工
の 1 用

態

0

前,年度の
からの

囲

豐自己所有

東池袋4-41-30

盟建物の全部

601.39

0 1 0 1 ^ 1 ■

口事務所

ロエ場

、ノレキ'ー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

報告内
変更

m
2

原油換算エネルギー使用量(①.⑭XO.0258)

・101・1・

P

エネルギ

口他者所有

口

合計

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

の

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

j眞

使用期

二酸化'素
排出原単位

水L及び工業用水'の使用並びに公共下水'への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③"⑯)

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②,③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化'素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■・1年度分

口直営店

.

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

その他(LPG)

0 1年未満

その他(灯油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

置非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

口

昼間(8時~2部剖

②

の
水道及び工業用水道

口

夜問住部寺~翌日部寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

蚫

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。

※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

Φ

51

⑥

口

L

1,382.3

kl

100

⑤

係数

口

口

kW卜1

0.0

0

口

⑦

45.00

kw[1

熱量
(GJ)

0.0

100

t

計

50.80

kW卜1

0.0

'

⑧.(⑥ノ1舶0)X⑦

166.2

36.70

kw[1

0.0

口

0.0

199,310.0

k宮】C02/m

二酸化炭素排出量

口

排出
係数
@

62.2

0.0

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

⑩'⑧X@×4UI?

9.76

801.0

0.0161

9.76

802.0

0.0185

0.0

1,945.3

0.0

0.4890

3.1

2,007.5

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

0.0

97.5

0.0

100.6

0.2

0.3

田本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A202

A203

重点対策

(裏)

A204

温暖化対策推進担当の配置

具体的な敢組目標と内容の設定

BI01

取組状況の点検体制の構築

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対.策

C504

事務用機器を省=ネモードに設定

C506

個室等示便用箇所のごまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空訊停止

、

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

DI04

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

亘

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m2

C02削減率(前年度比)

C02排出量総膨

%

細本産業規格A列4番)

の
握

等
把

一
の

ギ
況

ル
状

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島体育館

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

形

^1,1^
名番地

下

範

再生可能工
の利用

8 4

態

0,フ

囲

■自己所有

要町3-47-8

3,306.27

年度の
らの

■建物の全部

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内容
変更点

原油換算エネノレギー使用量(①・⑭XO.025田

・10IU・

,

エネルギ

況

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

の

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②"⑯)

口商業施設(物販)

口複合施設

の

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化,素
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③.圃

合計

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②゛@)

邑

燃料等の使用に伴い F出される二酸化,ハの延面積当た
りの量(⑤"②XI000ノ事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

庭 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

その他の買電(昼夜問不明の揚合を含む.)

単位

口

昼間(8時~記時)

②

の
水道及ぴ工業用水道

口

夜問〔2部キ~翌日部キ〕

使用量

入Tm

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及ぴ工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,000) X⑨とする。
※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

④

71

@

口

L

1,087.5

kl

139

⑤

係数

口

口

kwh

0,0

0

口

⑦

45.00

熱量
(GJ)

kwh

0.0

139

50.80

kⅧ'1

0.0

⑧.(@/1000)X⑦

42.0

36,70

0,0

kW11

口

0.0

279,547,0

k宮一C02/m2

二酸化炭素排出量

口

U31

48.9

排出
係数

⑨

0,0

9,97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

⑩.⑧X⑨XdU12

1,093.0

9.76

0.01田

1,093.0

9.76

0.0185

0.0

1

2,728.4

0.0

0,4890

2.4

2,フフフ.3

0.0

0,4890

0.0

0,4890

0.0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

0.0

136,フ

0゛0

139,1

卿

0,3

0,4

細本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

対策番号

A202

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

B1田

対策名

BI05

運用対策

幽ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

CH4

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI01

空室・不在時等の空調停止

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI03

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有

ボイラ等の定期点検の実施

高効率照明器具の採用(屋内)

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当た川

■

その他

11

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率轍年度比)

C02排出量儷膨

%

t

田本産業規格A列4番)

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

雑司が谷体育館

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

日標準産・分類
における細分類番号

町名
以

形

範

再生可能エネルギー
の利用状況

番地
下

態

囲

■自己所有

10,098.83

雑司ケ谷3-1-7 教育文化センター

年度の
らの

画建物の全部

0101■1^

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①・⑭XO.0258)

P

エネルギ

8

区他者所有

0

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

区建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

4

の

2

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.圃

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

ノ貝

使用期

二酸化,ハ
排出原単位

水L及び工用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③、圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総す十(④・②一③)

■

燃料のイ用に伴い F出される二酸化,,ハの延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事樂者
の電線路を介Lて
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の揚合のみなし値瀧

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

口

昼間偲時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜問詑2時~翌四郡寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

蚫

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,00のX⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

387

④

玲4,987.5

⑥

口

L

kl

751

⑤

係数

口

口

t

0.0

kwfl

熱量
(GD

⑧・〔⑥ノ1000)X⑦

口

7

⑦

45,00

0.0

kW卜1

758

t

50,80

0.0

kwtl

74.3

36,70

0.0

kwh

口

0.0

6,074,4

916,フ75.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

0.0

9.97

0,0

0,0

9.28

0.0

0.0136

11,762.0

排出量""
ω

@・⑧X@刈U詫

9.76

0.01引

10,990,0

9.76

0.0185

コ

0.0

8,947.フ

0.0

四

302.9

0.4890

15,022.2

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

0.0

448.3

0.0

751.2

3.1

4.4

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A501

ギー等の

況の把握

重点対策

(裏)

ビル所有者の対策や要請に協力

BI02

対策名

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

CI01

CI09

C501

空室・不在時等のこまめな消灯

C504

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

設備保守対策

利用状況に応じた空罰の設定変更

空室・不在時等の空調停止

その他対策

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

DI04

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

ボイラ等の定期点検の実施

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標逹成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他

ぞうしがやこどもステーション、雑司が谷地域文化創造館、千登世橋教育文化センター併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m2

C02削減率イ前年度比)

C02排出量欝劃

%

t

(日本産業規格A列4番)
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区立上池袋図書館

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

日本標準産業分類
における細分類番号

形

■力 0
名番地

下

範

再生可能工

の利用

態

0.3

囲

■自己所有

上池袋2-45-15

1,470.74

年度の
らの

■建物の全部

0101^1^

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

・1小1・

P

エネルギ

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

区複合施設

のJ ^

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化,,素
排出原単位

細本産業規格A列4番)

水'及び工・用水'のイ用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③"圃

東京都豊島区

合計

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②゛③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化,ハの延面'・当た
りの量(⑤・②XI000ノ事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(原抽(コンデンセートを除く))

その他(原油のうちコンデンセーKNGL))

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
拠給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その池の買電(昼夜問不明の場合を含む.)

単位

口

昼問(8時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜問【2部寺~翌日部寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩*(⑥/1,000) X⑨とする。

※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間ν1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

L

④

41

⑥

口

L

kl

⑤

係数

口

79

0.0

口

kwh

0.0

0

口

⑦

45.00

kwh

0.0

熱量
(GJ)

79

38.20

計

kwh

0.0

⑧.(⑥ノ100ωX⑦

53.フ

35.30

kwh

0.0

口

0,0

163,378,0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

叩

排出
係数
@

0,0

0.0

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0,0136

排出量""
ω

@・⑧X⑨X44/12

9.76

491.0

0,0187

9.76

491.0

0,0184

0.0

1,594.6

0.0

0.4890

0,0

1,594.6

L・・、_

0.0

0.4890

0,0

0.4890

0,0

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

0.0

79.9

0.0

79.9

0.1
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の

使用状況の把握

対策番号

A202

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

BI01

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI01

空室・不在時等の空調停止

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィルターの清掃・点検

目標の有無

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

盟

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m2

C02削減率(前年度比)

゛

C02排出量儒量)

%

(日本産業規格A列4番)

省
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ル
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無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区立池袋図書館

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

日本標準産・分類
における細分類番号

形

佑番地
下

範

再生可能工
の 1」用

態

4

0.5

囲

厘自己所有

池袋3-29-10

1,453,41

年度の
らの

更建物の全部

0101.1^

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①・⑪XO.叱5幻

P

エネルギ

8

口他者所有

2

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

・ 1 ・

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②"⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

のj、

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化,,素
排出原単位

合計

水'及び工用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③"圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②、③〕

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化リの延面貝当た
りの量(⑤・②XI000ノ事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(原油(コンデンセートを除0)

その他(慌油のうちコンデンセーHNGL))

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
洪給された電気

亜非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その地の買電(昼夜問不明の場合を含む.)

単位

口

昼間偲時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜剛(記時~翌日部寺〕

使用量

Nm

公共下水道

③

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

L

@

42

⑥

口

L

14,852.6

kl

⑤

係数

口

82

口

kwh

0.0

0

口

⑦

45.00

0.0

kwh

熱量
(GJ)

82

38.20

kwh

0.0

⑧"(⑥ノ1000)X⑦

56.4

35.30

kwh

0.0

口

0.0

10に40.0

k8-C02/m

二酸化炭素排出量

口

仰

668.4

排出
係数
@

0.0

997

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

@.⑧X@×4U12

9.76

754.0

0,0187

9.76

754.0

0.0184

0.0

0.0

988.1

0.4890

33,3

1,656.5

0.0

0.4890

0,0

0.4890

0,0

0.4890

0.2660

0,0

0.4000

0.0

49.5

0.0

82.8

0.2

0.3

細本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ.一等の
使用状況の把握

対策番号

A202

A203

重点対策

(裏)

A204

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内客の設定

BI01

取組状況の点検体制の構築

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI01

空室・不在時等の空調停止

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

EI03

ボイラ等の定期点検の実施

E114

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他

池袋第三区民集会室併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率圃年度比)

C02排出量儒量)

%

(日本産業規格A列4番)

省
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無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の瑠称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島清掃事務所

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町

日本標準産業分類
における細分類番号

形

以

名番地
下

範

再生可能工
の利用

態

0

前年度の報告内
からの変更

閉

田自己所有

池袋本町1-フ-3

5,393.76

■建物の全部

0

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

・1*1,

2 7

P

エネルギ

口他者所有

■

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一音咲テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

貝

使用期

二酸化,,素
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへη排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③.圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④"②゛③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化"素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

その他(LPG)

0 1年未満

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

■非該当

その他の買電侵夜闇不朋の場合を含む。)

単位

口

昼間(8時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜間(22時~翌日8n寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

区

誕

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)X⑨とする。

※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

区

162

①

⑥

84,220.8

口

L

kl

315

⑤

係数

口

口

kwh

0.0

8

口

⑦

A 暑・ト

45.00

0.0

kW11

熱量

(GJ)

323

50.80

kwh

0.0

⑧,(⑥ノ1000)X⑦

58.4

t

36.70

kwh

0.0

口

0.0

3,789.9

258,861.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

0.0

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

11,302.0

排出量
'1

ω
@"⑧X⑨X"/12

9.76

0.0161

12,852.0

9.76

0.0玲5

合計

0.0

2,526.5

0.0

189.0

0.4890

6,316.4

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

卿

0゛0

0.4000

0.0

126.6

0.0

315.6

卿

3,0

5.1

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の

使用状況の把握

対策番号

A202

A203

重点対策

(裏)

A204

温暖化対策推進担当の配置

具体的な敢組目標と内客の設定

BI01

取組状況の点検体制の構築

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI03

空室・不在時等の空調停止

対策名

DI04

実績年度の目標達成の状況

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィルターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目標の有無

目標値等(選択)

6 特記事項

区

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他

雨水利用

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率圃年度比)

C02排出量佛影

%

t

旧本産業規格A列4番)
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区立心身障害者福祉センター

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

名町

以

日本標準産業分類
に浦ける細分類番号

形

範

再生可能工
用の・1

番地

下

態

4

1

前年度の
からの

囲

■自己所有

3,989.39

目白5-18-8

■建物の全部

0101^1.

口事務所

ロエ場

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭索排出量(2021年度の状況)

j

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

コニ

,

ネルギ

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②"⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

の

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化一素
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③.圃

合計

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④.②゛③

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化ーハの延
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

冒 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPC)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

その他の買電(異夜冊不明の揚合を含む.)

単位

口

②

昼間(8時~詑時)

の
水道及び工業用水道

口

夜価住2時~翌日部芋)

使用量

面当た

入Tm

公共下水道

③

口

蚫

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,000)X⑨とする。
※2⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,000)X⑨とする。

口

@

46

⑥

口

L

5,464.5

kl

⑤

係数

口

89

口

t

kwh

0.0

2

口

⑦

45.00

熱量
(GJ)

0.0

kwh

91

50.80

kwh

0.0

●.(⑥ノ1000)X⑦

22.3

36.70

kW11

0.0

口

0.0

157,940.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

仰

245.9

排出
係数
@

0.0

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量""
ω

⑩.⑧X⑨XdU12

3,118.0

9.76

0.0161

3,H8.0

9.76

0.0185

0.0

四

1,541.5

0.0

0.4890

12.3

1,787.4

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

卿

0.0

0.4000

0.0

フフ.2

0.0

89.5

四

0.8

1.2

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の
使用状況の把握

対策番号

A202

重点対策

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

BI01

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI09

C114

空室・不在時等のこまめな消灯

C501

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C504

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実禎年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

ボイラ等の定期点検の実施

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

置

その他

目白生活実習所、目白福祉作業所併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率衛年度比)

C02排出量倫量)

%

(日本産業規格A列4番)

ン
ノ

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

南長崎中央公園スポーツセンター

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

0

日本標準産業分類
における細分類番号

形

9

名番地
下

範

再生可能工
の利用

8

7

態

4

12.5

鬨

■自己所有

南長崎4-13-5

フ,691.67

年度の
らの

■建物の全部

0101引.

口事務所

ロエ場

、ルギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①、⑭XO,025幻

・ 01引 1

二立

P

ネルギ

口他者所有

■

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

の

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

の貝 コζ

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化',素
排出原単位

水L及ぴ工業用水Lの使用並びに公共下水'への bNこ
伴って排出される二酸化炭素の量(③"圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

合計

総計(④"②゛③)

口

燃料等の使用に伴い排出される二酸化,,素の延床面積当た
りの量(⑤"②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

r

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

その他(LPG)

01年未満

その他仕丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の雷線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の揚合のみなし値瀧

その他の買電侵夜冊不明の揚合を含む。)

単位

口

昼問(8時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

口

在問住2時~翌日部寺〕

使用量

公共下水道

Nm

③

口

蚫

※1電気の使、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。

※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間yl,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

362

④

123,374.1

⑥

口

L

kl

703

⑤

係数

口

口

0.0

kwh

12

口

⑦

45.00

0.0

熱量
(GJ)

k、vh

715

50.80

0.0

k、vh

⑧=(⑥/100のX⑦

91.3

36.70

0.0

kwh

口

0.0

872,549.0

5,551.8

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

U,

排出
係数

⑨

0.0

997

0.0

0゛0

9.28

0.0

0.0136

17,922.0

排出量""
ω

@・⑧X⑨X小1/12

9.76

0.0161

19,213,0

9,76

0.0185

0.0

W

8,516.1

0.0

W

276,9

0.4890

14,067.9

0.0

0.4890

0,0

0.4890

0,0

0.4890

0.2660

卿

0.0

0.4000

0.0

426.フ

0.0

703.5

四

4.8

フ.フ

細本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

対策番号

A501

重点対策

(裏)

ビル所有者の対策や要請に協力

BI02

対策名

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

CI01

CI09

C501

空室・不在時等のこまめな消灯

C504

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

設備保守対策

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

その他対策

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

ボイラ等の定期点検の実施

目標値等(選択)

6 特記事項

区

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

亜

その他

南長崎自転車駐車場併設

特記事項に内容を記載

ランク

k三一C02/m2

C02削減率轍年度比)

C02排出量総量)

%

細本産業規格A列4番)

の
握

等
把

一
の

ギ
況状
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用
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使

無

省
エ
ネ
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

舞台芸術交流センターあうるすぽっと

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

日本標準産業分類
に浦ける細分類番号

町名番
以

形

範

再生可能工
の利用

7

態

0

囲

■自己所有

東池袋4-5-2 ライズアリーナビノレ2階・3階

2,931.19

年度の
らの

口建物の全部

0101,1^

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

・101小

,

エネルギ

7

区他者所有

区

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

区建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

の貝

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化'ハ
排出原単位

水L及び工用水Lの使用並びに公共下水'への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量⑬、圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②一団

口

燃料等のイ用に伴い排出される二酸化,素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

匪 1年度分

口直営店

■建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(産業用以外の蒸気)

その他(冷水)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

その他の買電【昼夜問不明の揚合を含む.〕

単位

口

②

昼間(8時~22時)

水道及び工業用水道

口

夜問セ?時~翌日卯剖

使用量

Nm

公共下水道

③

口

MJ

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

255

@

MJ

⑥

口

2,107,053.0

kl

462

⑤

係数

口

2,091,400.0

0.0

区

kwh

0

区

⑦

45.00

熱量
(GJ)

kwh

462

kwl)

0.0

1.36

⑧・【⑥no0ΦX⑦

157.6

kwh

0.0

1.36

口

0.0

431,137.0

k三一coym

二酸化炭素排出量

口

四

排出

係数
⑨

2,865.6

0.0

0.0

2,844.3

9.97

0.0

9.28

0.0136

排出量""
ω

@*⑧X⑨X●門2

9.76

0.0600

319.0

9.76

0.0600

319.0

0.0

4,207.9

0.0

0.4890

0,0

9,917.8

126,4

0.0

0.4890

125.5

0.4890

0.4890

0.2660

四

0.0

0.4000

0.0

210.8

0.0

462.フ

咽

0.1

0.1

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A202

A203

重点対策

(裏)

A204

等の
把握

温暖化対策推進担当の配置

A501

具体的な取組目標と内容の設定

BI02

取組状況の点検体制の構築

対策名

BI05

ビル所有者の対策や要請に協力

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

CI01

=ネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI01

空室・不在時等の空調停止

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率(前年度比)

C02排出量聯量)

＼、

%

細本産業規格A列4番)

一
の

ギ
況

ル
状

省
エ
ネ
ル
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ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

中央図書館

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町

形

^1川0

以

名番地
下

範

再生可能工
の 1」用

態

前年度の
からの

囲

■自己所有

東池袋4-5-2 ライズアリーナビノレ4階・5階

3,065.47

口建物の全部

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO,0258)

P

エネルギ

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

2

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・圃

口商業施設(物販)

口複合施設

の貝

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化,素
排出原単位

水'及び工業用水'の使用並びに公共下水'への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③・圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総ヨ十(④.②゛③)

口

燃料等の使用に伴い排出される二酸化,,素の延床面積当た
りの量(⑤.②XI000ノ事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

皿 1年度分

口直営店

■建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

その他(産業用以外の蒸気)

0 1年未満

その他(冷水)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値瀧

その他の買電(昼夜肌不明の揚合を含む。)

単位

口

昼間(8時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

区

夜冊詑2時~翌日部寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

区

MJ

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)X⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,00のX⑨とする。

口

229

@

MJ

⑥

口

2,107,053.0

kl

412

⑤

係数

口

2,091,400.0

0.0

口

k、vh

0

口

⑦

45.00

k、vh

熱量

(GJ)

412

kwh

0.0

1.36

⑧,(⑥/100のX⑦

134.4

k、vh

0.0

1.36

口

0.0

328,347.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

四

2β65.6

0.0

0.0

2β44.3

9.97

0.0

9.28

0.0136

排出量""
ω

⑩"⑧X@X小1/12

9.76

0.0600

8.0

9.76

0.0600

8.0

0.0

W

3,204,フ

0.0

U」1

0.4890

0.0

8,914.6

126.4

0.0

0.4890

125.5

0.4890

0,4890

0,2660

四

0.0

0,4000

0.0

160.6

0.0

412.5

四

0.0

0.0

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の
使用状況の把握

対策番号

A202

A203

重点対策

(裏)

A204

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI02

取組状況の点検体制の椅築

対策名

BI05

運用対策

関連他者からの清報を加えて把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

CⅡ4

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C506

事務用機器を省エネモードに設定

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI03

対策名

DI04

実績年度の目標達成の状況

中央熱源機器等の定期点検の実施

空調フィノレターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目標の有無

目標値等(選択)

、

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当た切

厘

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m2

C02削減率轍年度比)

C02排出量儲劃

、

%

t

佃本産業規格A列4番)

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区役所本庁舎

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

日本標準産分類
における細分類番号

形

範

再生可能工
の利用

態

4

18.1

囲

圏自己所有

南池袋2-45-1

26,622.引

年度の
らの

口建物の全部

.1引.

口事務所

ロエ場

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①・⑪XO.025田

,1 ・

9 8

P

エネノレギ

(日本産業規格A列4番)

2

口他者所有

■

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

・ 1 ・

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.刷

口商業施設(物販)

口複合施設

の貝

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化,素
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水'への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③.圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④*②゛③)

口

燃料等の使用に伴い排出される二酸化'素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

盟 1年度分

口直営店

■建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

その他(産業用以外の蒸気)

01年未満

その他(冷水)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

、

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)

単位

口

②

昼間(8時~2部寺)

の
水道及び工業用水道

口

夜冊(22時~翌日剖寺)

使用量

公共下水道

Nm

③

口

MJ

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩・(⑥/1,000)X⑨とする。

※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間ν1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

830

@

MJ

⑥

口

1,535

4,075,101.0

kl

⑤

係数

口

5,490,400.0

0.0

口

kwh

W

熱量
(GD

⑧*〔⑥/100のX⑦

口

⑦

1,553

45.00

kwh

0.0

kwh

1.36

57.6

kwh

0.0

1.36

口

1,965,464.0

0.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

5.542.1

0.0

0.0

フ,466.9

9.97

m3

0.0

9.28

0.0136

25,383.0

排出量'
ω

@貳即X⑨XM/12

9.76

0.0600

28,440.0

9.76

0.0600

0.0

19,182.9
叫

0.0

0.4890

32,192.0

0.0

244.5

0.0

0.4890

329.4

0.4890

0.4890

0.2660

卿

0.0

0.4000

0.0

961.1

1,535.0

0.0

W

6.8

11.4

30

口
■

の
一

890

7

2
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下

番名町
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m
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A202

A203

重点対策

A204

(裏)

等の
把握

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI02

取組状況の点検体制の構築

対策名

BI05

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI09

C114

空室・不在時等のこまめな消灯

C501

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C504

事務用機譽を省エネモードに設定

設備保守対策

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

EI03

ボイラ等の定期点検の実施

EΠ4

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当た川

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率(前年度比)

C02排出量儒量)

%

細本産業規格A列4番)

一
の

ギ
況

ル
状

1
U

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

巣鴨図書館

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町

形

以

名番地
下

範

再生可能工
のリ用

7 0

態

前年度の
からの

囲

亜自己所有

巣鴨3-8-2

1,018,02

盟建物の全部

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内容
変更点

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO,0258)

9 9

;1二、

P

ネルギ

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

2

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、圃

口商業施設(物販)

口複合施設

の潰

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化.,素
排出原単位

水'及び工業用水'の使用並びに公共下水'への bNこ
伴って排出される二酸化炭素の量(③"圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②'③)

鳳

燃料等の使用に伴い排出される二酸化,,素の延床面積当た
りの量(⑤.②XI000ノ事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(LPG)

その他(灯油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
洪給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

その他の買電【昼夜冏不明の場合を含む.)

単位

口

②

昼問(8時~訟時)

水道及び工業用水道

口

夜間他2時~翌日8時)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

蚫

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。

※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

④

33

⑥

口

L

△斗

8,902.9

kl

佃

係数

口

65

口

0.0

k、vh

0

口

⑦

心、
口

45.00

0.0

kwh

熱量

(GD

65

50.80

計

0.0

kwh

@イ⑥ノ100のX⑦

63.8

36.70

0.0

kwh

口

0.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

93,417.0

口

四

400.6

F出
係数
@

0.0

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

⑩=⑧X⑨X4U12

9.76

498.0

0.01田

9.76

498.0

0.0185

0,3

0.0

0.0

911.フ

UJ)

0.4890

20.0

1,312.4

0.0

0.4890

0.0

0,4890

0.0

0.4890

0.2660

叫

0.0

0.4000

0.0

45.フ

0.0

65.フ

四

0,1

0,2

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備
.

エネ
使用

対策番号

A202

ギー等の
況の把握

A203

重点対策

A204

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

取組状況の点検体制の構築

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基dく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィルターの清掃・劇余

目標の有無

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他

無

特記事項に内容を記載

ランク

k8-C02/m2

C02削減率尚年度比)

C02排出量儒量)

%

田本産業規格A列4番)

ル
状

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策



その2

J

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区役所東池袋分庁舎

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町

日本標準産業分類
に翁ける細分類番号

形

.け10

以

名番地
下

範

再生可能工
のリ用

態

0.フ

囲

■自己所有

東池袋1-39-2

2,010.95

年度の
らの

■建物の全部

0101^1■

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

P

エネノレギ

況

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.剖

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

i1貝

使用期

二酸化,素
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③.圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④.②、③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸イヒ素の延床面積当た
りの量(⑤.②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPG)

その他(灯油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

圃非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜問不朋の場合を含む。)

単位

口

②

昼問(8時~22時)

の
水道及び工業用水道

口

夜問住即寺~翌E部寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

捻

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間yl,000

⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

④

45

⑥

区

L

kl

⑤

係数

区

釘

1.0

口

0.0

kⅧ'1

0

口

⑦

45.00

熱量
(GD

0.0

kⅧ'1

87

50.80

kwh

0.0

⑧・(⑥ノ100のX⑦

43.2

36.70

kwh

0.0

口

0.0

179,108.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

排出
係数

⑨

0.0

m3

0.0

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量"'
ω

⑩.⑧X@X小1/12

1,029.0

9.76

0.0161

1,029.0

9.76

0.0185

0.0

1,748.1

0.0

0.4890

0.0

1,748.1

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

仰

0.0

0.4000

咽

0.0

87.6

0.0

87.6

0.3

0.4

細本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ

使用

対策番号

A202

ギー等の

況の把握

A203

重点対策

A204

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

取組状況の点検体制の構築

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基dく把握

CI01

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

ι〒

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C508

個室等不使用筒所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

EI03

E114

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

k『C02/m2

C02削減率(前年度比)

C02排出量倫鮒

%

t

細本産業規格A列4番)

ル
状

省
エ
ネ
ル
キ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

としま産業振興プラザ

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

細本産業規格A列4番)

日本標準産業分類
における細分類番号

形

名番地
下

範

再生可能工

の利用

態

4

0.8

囲

■自己所有

西池袋2-37-4

5,93625

年度の
らの

■建物の全部

0101.10

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

原油換算エネルギー使用量(①、⑭XO.0258)

P

エネルギ

コ

区他者所有

■

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

区建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

潰

使用期

二酸化,,素
排出原単位

水'及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③"圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②゛③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化'ハの延床面積当た
りの量(⑤.②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(LPG)

その他(灯油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

その他の買電(昼夜闇不明の場合を含む。)

単位

口

②

昼間(8時~22時)

の
水道及び工業用水道

口

夜問住2時~翌日部寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

蚫

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

①

68

⑥

口

L

A斗

kl

132

⑤

係数

445.6

口

口

0.0

kwh

0

口

⑦

45.00

熱量

(GJ)

0.0

kwh

132

50.80

0.0

kwh

⑧,(⑥/1000)X⑦

22.2

36.70

0゛0

kwh

口

0,0

268,716,0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

仰

20.1

0,0

9.97

0.0

0,0

9,28

0.0

0.0136

排出量
ω

⑩,⑧X⑨X列ノ12

に08.0

9.76

0.0161

1,208.0

9.76

0.0185

合計

0.0

W

2,622.フ

0.0

如

0.4890

1.0

2,642.フ

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

0.0

131.4

0.0

132.4

四

0.3

0.5

6
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間

700

口
■
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8
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

対策番号

A401

重点対策

(裏)

テナントにエネルギー使用量提供

BI01

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI09

CH4

空室・不在時等のこまめな消灯

C501

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C504

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

EI03

ボイラ等の定期点検の実施

E114

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

6 特記事項

口

口

、

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当た川

匝

その他

男女平等推進センター、区民ひろぱ西池袋、郷土資料館、としまスタートアップオフィス、地域活動交流センター併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m2

一

C02削減率(前年度比)

C02排出量礁量)

%

(日本産業規格A列4番)

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

南大塚地域文化創造館

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

日本標準産・分類
における細分類番号

町名
以

,け10

形

範

再生可能工
の利用

番地
下

態

2.0

囲

■自己所有

南大塚2-36-1

6,198.80

年度の
らの

■建物の全部

0101015

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

Π1
2

原油換算エネルギー使用量(①.⑪XO.叱58)

ニ[ニ

P

ネルギ

口他者所有

合計

口

区市町村名

再生可能エネルギー

発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

の

9

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

眞

使用期

二酸化,素
排出原単位

水'及び工業用水'の使用並びに公共下水'への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③.⑯)

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②゛③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化,,素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(LPG)

その他(灯油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
洪給された電気

推計
の

使用

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

その地の買電(昼夜問不明の場合を含む,)

単位

口

②

昼間(8時~22時)

の
水道及び工業用水道

口

夜問(22"寺~翌日部寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)X⑨とする。

口

@

87

⑥

口

L

kl

169

⑤

係数

口

18,4

計

口

0,0

k、vh

熱量
(GJ)

⑧、(@ハ卯のX⑦

2

口

⑦

45.00

0.0

k、vh

171

50.80

0.0

k、vh

27.2

36.70

0.0

kwh

口

0.0

346,048.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

排出
係数

⑨

0.0

0.8

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

@"⑧X⑨X44/12

3,937.0

9.76

0.0161

2,470.0

9.76

0.0185

0.0

1

3,37フ.4

0.0

0.4890

0,0

3,378.3

0.0

0.4890

0,0

0.4890

0,0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

0.0

169.2

0,0

169,3

1.0

1.0

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の
使用状況の把握

対策番号

A202

A203

重点対策

A204

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

A501

具体的な取組目標と内客の設定

BI02

取組状況の点検体制の構築

対策増

ビル所有者の対策や要請に協力

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

CI01

CI09

C114

空室・不在時等のこまめな消灯'

C501

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C504

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有

EI03

ボイラ等の定期点検の実施

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

その他

■

区民ひろば南大塚、南大塚地域文化創造館、南大塚保育園、東部障害支援センター,東部高齢者総合相談センター、
区民活動推進課分室併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率(前年度比)

C02排出量佛量)

%

゛、

、J"

細本産業規格A列4番)

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の宅称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

としま区民センター

所

号

(表)

報

A

有

報告範囲の主たる用途

日本標準産業分類
における細分類番号

形

名番地
下

範

再生可能工
の利用

7

態

0

前年度の
からの

開

■自己所有

東池袋1-20-10

9,07396

■建物の全部

0101^1■

、ノレギー

"況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内容
変更点

原油換算エネノレギー使用量(①・⑭XO.025田

コニ

P

ネルギ

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

貝

使用期

二酸化,,素
排出原単位

水'及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③・⑯)

東京都豊島区

司

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④"②、③)

医

燃料等の使用に伴い E出される二酸化,,素の延床面積当た
りの量(⑤.②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電

気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(産業用以外の蒸気)

その他(冷水)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電綜路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

口

②

昼問(8時~22時)

の
水道及び工業用水道

口

夜間住2時~翌日部寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

MJ

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,000)X⑨とする。

口

452

④

MJ

⑥

口

3,614,626.0

kl

826

⑤

係数

501.フ

口

2,892,600.0

口

kwh

熱量
(GD

@・(@/100のX⑦

4

口

⑦

45.00

kwh

830

' 0.0

kwh

1.36

91.0

0.0

kwh

1,36

口

0.0

889,514.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

四

排出
係数
@

22,6

4,915,9

0.0

3,933,9

9.97

0.0

928

0.0玲6

排出量""
ω

@.@X⑨XU/12

5,319.0

9.76

0.0600

6,483.0

9.76

0.0600

0.0

8,681.フ

0.0

0.4890

17,554.1

1.1

216.9

0.0

0.4890

173.6

0.4890

0,4890

0,2660

0.0

0,4000

0.0

435.0

0.0

826.5

W

1.4

2.6

細本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の
使用状況の把握

対策番号

A202

A203

重点対策

A204

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

取組状況の点検体制の構築

対策名

BI05

運用対策

白ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

コ

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI01

空室・不在時等の空調停止

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

ボイラ等の定期点検の実施

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当た川

その他

■

特記事項に内容を記叔

ランク

kg-C02/m2

C02削減率(前年度比)

C02排出量佛量)

%

t

(日本産業規格A列4番)

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区立芸術文化劇場

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

形

名番地
下

範

再生可能工
の利用

7

態

0

囲

厘自己所有

東池袋1-19-1

8,357.28

口建物の全部

0101,1^

口事務所

ロエ場

、ノレギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

、

,

エネノレギ

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

の

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.卿

口商業施設(物販)

口複合施設

の眞

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化,ハ
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③.圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②゛③)

口

燃料の用に伴い排出される二酸化,,ハの延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事業所等の延床面磧)

再生可能エネルギー電
気の受入

彊 1年度分

口直営店

■建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

その他(産業用以外の蒸気)

0 1年末満

その他(冷水)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)

単位

口

昼間(8時~詑時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜闇住2時~翌E部柳

使用量

八lm

公共下水道

③

口

MJ

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
ノ

⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)X⑨とする。

口

364

@

MJ

@

口

1,498,000.0

kl

673

⑥

係数

口

2,630,000.0

0.0

口

t

k^1

熱量
(GD

@イ⑥ハ00のX⑦

2

口

⑦

45.00

kwfl

675

t

0.0

k^1

1.36

80.5

0.0

kwh

1.36

口

0.0

870,690.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

2,037.3

0.0

m3

0.0

3,576.8

9.97

m3

0.0

9.28

0.0136

2,454.0

排出量
ω

@・⑧X⑨X4U12

9.76

0.0600

4,288.0

9.76

0.0600

0.0

1

8,497.9

0.0

0.4890

14,112.0

0.0

0.0

0.4890

89.9

合計

巧7.8

0.4890

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

0.0

425.8

0.0

673.4

0.フ

1.フ

細本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A202

A203

重点対策

A204

(裏)

等の
把握

温暖化対策推進担当の配置

A501

具体的な取組目標と内容の設定

BI02

取組状況の点検体制の構築

対策名

BI05

ビル所有者の対策や要詰に協力

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空鯛停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI01

空室・不在時等の空調停止

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

ボイラ等の定期点検の実施

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たり)

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

krc02/m2

C02削減率轍年度比)

C02排出量倫量)

%

t

(日本産業規格A列4番)
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の畠称

事 業

事業所等の所在地

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

豊島区池袋保健所仮施設

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町

日本標準産業分類
における細分類番号

形

以

名番地
下

範

再生可能工
の利用

7

態

0

前年度の
からの

囲

■自己所有

東池袋4-42-16

3,880.39

■建物の全部

0101^1■

、ノレギ^

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①・⑭XO.0258)

・■小

,

エネノレギ

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

二酸化,素
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③.⑯)

の

用期間

1.9

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④"②゛③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化,,ハの延
りの量(⑤"②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

口商業施設(飲食)

■その他

燃料等の種別

都市ガス

01年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜冊不明の場合を含むD

単位

口

昼問(8時~訟時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜問住2時~翌日部寺)

使用量

面貝当た

Nm

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)X⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

113

@

@

口

L

17,843.5

kl

219

⑤

係数

口

口

kwh

0.0

口

⑦

45.00

熱量
(GD

0.0

kwh

220

50.80

0.0

kwh

@.【@/1000)X⑦

56.4

t

36.70

0.0

kwh

口

0.0

366,760.0

k宮一C02/m2

二酸化炭素排出量

口

803.0

0.0

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

@.個X@xdU12

2β49.0

9.76

0.0161

2,849.0

9.76

0.0185

0.0

・1

3,579.6

0.0

0.4890

40.0

4,382.5

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

0.0

179.3

0.0

219.4

0.8

1.1

細本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の
使用状況の把握

対策番号

A203

A204

重点対策

(裏)

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

BI01

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CIQ9

C114

空室・不在時等のこまめな消灯

C501

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C504

事務用機器を省エネモードに設定

設備保守対策

C508

個室等木使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策畠

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空調フィルターの清掃・点検

目標の有無

EI03

ボイラ等の定期点検の実施

高効率照明ランプの採用(屋内)

月標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク_区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他

無

池袋休日診療所、口腔保健センター、池袋あうる薬局併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率衛年度比)

C02排出量儷量)

%

t

.

(日本産業規格A列4番)
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

駒込生活実習所

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

形

^1■0
瑠番地

下

範

再生可能工
の利用

態

4

1,1

囲

■自己所有

駒込4-フ-1

1,150.44

年度の
らの

■建物の全部

0

、ルギー

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①・⑭XO,0258)

P

エネノレギ

二

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

9

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量⑫・⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

眞

使用期

二酸イヒ素
排出原単位

水'及び工用水Lの用並びに公共下水'への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③"圃

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

■

燃料の使用に伴い排出される二酸化,素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000ノ事業所等の延床面積)

計(④・②゛③)

再生可能エネルギー電

気の受入

匿 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPG)

その他軟丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電邉夜問不明の場合を含む。)

単位

口

昼間(8時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜問詑2時~翌日部剖

使用量

Nm

公共下水道

③

口

地

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,000)X⑨とする。
※2⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

④

48

@

口

L

5,417.1

kl

⑤

係数

口

94

口

t

kwh

0.0

口

⑦

45.00

熱量
(GJ)

kwh

0.0

t

95

50.80

kwh

0.0

値)"【⑥/1000)X⑦

釘.フ

36.70

kwh

0,0

口

0,0

169,112.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

243.8

卿

0.0

9.97

0.0

0,0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

⑩=⑧X⑨XdU12

1,679.0

9.76

0.0161

1,679.0

9.76

0.0185

0,0

1,650.5

0.0

0.4890

12.2

1,894.3

0.0

0.4890

0.0

0,4890

0.0

0,4890

0,2660

0.0

0.4000

0.0

82.フ

0.0

94,9

卿

0,4

0.フ

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A202

A203

重点対策

A204

(裏)

等の
把握

温暖化対策推進担当の配置

具体的な敢組目標と内容の設定

BI01

取組状況の点検体制の池築

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C506

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

C508

利用状況に応じた空調の設定変更

余熱利用による早めの空調停止

設備導入対策

DI01

空室・不在時等の空調停止

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空胴フィノレターの清掃・点検

目標の有無

EI03

ボイラ等の定期点検の実施

E114

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

E123

高効率照明器具の採用(屋内)

高効率パッケージの採用

トップランナー機器の採用

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他

駒込福祉作業所併設

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m2

C02削減率轍年度比)

C02排出量惚量)

%

/、

t

J

、

御本産業規格A列4番)
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

西部生活福祉課仮事務所

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

日本標準産業分類
における細分類番号

形

名番地
下

範

再生可能工
の、1 用

態

囲

0.2

■自己所有

1,111.92

目白5-24-12

年度の
らの

■建物の全部

0

、ノレギ^

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

m
2

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

,1 ・ 1 ・ 1 ・

ア

エネルギ

口他者所有

区

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

の

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②、⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

i眞

使用期

二酸化一素
排出原単位

水'及び工業用水'の使用並びに公共下水'への bNこ
伴って排出される二酸化炭素の量(③、剛

東京都豊島区

3 二酸化炭索排出量等の内訳

総計@・②゛③)

■

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

亜 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

その他(LPG)

01年未満

その他(灯油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

口

昼間個時~2部剖

②

の
水道及び工業用水道

口

夜問(22時~翌日部劫

使用量

Nm

公共下水道

@

口

距

口

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。

※2⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時問yl,000
⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

@

32

⑥

口

L

kl

⑤

係数

口

63

16.4

口

kW11

0.0

口

0

⑦

45.00

kW11

熱量
(GJ)

0.0

t

63

50.80

kW11

0.0

⑧*(@/100のX⑦

56.6

36.70

t

kwh

0.0

口

0.0

130,626.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

排出
係数
、@

0.0

0.フ

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0玲6

排出量

ω
@.⑧X@X小1/12

9.76

325.0

0.0161

9.76

0.0185

325.0

0.0

に74.9

0.0

0.4890

0.0

1,275.6

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

0.0

63.9

0.0

63.9

0.1

0.1

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギ
使用状況

対策番号

A203

A204

等の
の把握

重点対策

(裏)

具体的な取組目標と内容の設定

取組状況の点検体制の構築

BI01

対策名

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

ボイラ等の定期点検の実施

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

krcoym

C02削減率備年度比)

C02排出量佛量)

%

t

(日本産業規格A列4番)
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

南池袋公園

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町名
以

形

範

再生可能エネルギー
の利用状況

7 1

番地
下

態

4

2.2

囲

■自己所有

南池袋2-21-1

年度の
らの

亜建物の全部

505,90

0

口事務所

ロエ場

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

報告内
変更

原油換算エネルギー使用量(①・⑭XO.0258)

・ 1 0 1 ' 1 ・

;1二

F

ネルギ

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

の

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量⑫"⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

のコζ

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化,,_:
排出原単位

水'及び工用水Lのイ翔並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③"圃

合計

東京都豊島区

合計

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②゛③)

口

燃'"等の使用に伴い排出される二酉k化,素の延面積当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

罰 1年度分

区直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

区 1年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介Lて
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜問不明の場合を含む。)

単位

口

昼間(8時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜問柁部寺~翌日部櫛

使用量

入Tm

公共下水道

③

口

蚫

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。

※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間ν1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00ωX⑨とする。

口

④

45

⑥

口

L

kl

⑤

係数

口

88

0.0

口

kwh

0.0

2

口

⑦

45.00

熱量
(GJ)

kwh

0.0

90

50.80

0.0

kwh

⑧.(@/100のX⑦

173,9

36.70

kwh

0,0

口

0.0

180,322,0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

排出
係数
@

0,0

0.0

9,97

0.0

0,0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

@.⑧X@xdU12

3,232,0

9.76

0.0161

3,232,0

9.76

0.0185

0,0

・1

1,759,9

0,0

0.4890

0.0

1,759,9

0,0

0.4890

0.0

0.4890

0,0

0.4890

0.2660

0,0

0.4000

0.0

88.2

0.0

88.2

0.9

1.3

(日本産業規格A列4番)

804

2

0

2

口
厘

0

890

2
m

1〒

類
号

分
番類

産
分系

標
ナ

告

容
点

本
お

日
に

計
の
用

推
の
使

3
m

3
m

燃
料
及
ぴ
熱

電
気

市
か



4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A401

ギー等の
況の把握

重点対策

(裏)

テナントにエネルギー使用量提供

BI01

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空剥停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

EI03

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量(延床面磧当たの

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m2

C02削減率(前午度比)

C02排出量幟量)

%

.

細本産業規格A列4番)
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の瑠称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

駒込地域文化創造館

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町

日本標準産分類
における細分類番号

形

以

名番地
下

範

再生可能エネルギー
の利用、状況

7

態

0

囲

口自己所有

駒込2-2-2

年度の
らの

口建物の全部

744.72

010101.

口事務所

ロエ場

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

報1告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

P

エネルギ

■他者所有

口

ク'寸

点

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

■建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

復活追加・令和2年度はコロナ感染拡大のため事業を中止していたが、3年度は再開したた
め使用量増となった。

9

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②・圃

口商業施設(物販)

区複合施設

連鎖化事業区分

貝

使用期

二酸化'ハ
排出原単位

水L及び工用水Lの使用並びに公共下水'への F水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③"⑯)

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②゛③)

■

燃料の使用に伴い排出される二酸化,,素の延床面積当た
りの量(⑤*②XI000/事乗所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

0 1年未満

その他(LPG)

その他仕丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値細

その他の買電嵯夜間不明の場合を含む。〕

単位

口

②

昼間(8時~22時)

の
水道及び工業用水道

口

夜間住2時~翌日即寺)

使用量

Nm

公共下水道

@

口

蚫

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩・(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪・(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫*(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬・(⑫/1,00のX⑨とする。

口

@

38

⑥

口

L

kl

⑤

係数

口

75

18.4

口

kwh

0.0

0

口

⑦

45.00

熱量
(GD

kwh

0.0

t

75

50.80

kwh

0.0

⑧・(⑥ノ100ΦX⑦

100.フ

36.70

t

kⅧ1

0.0

口

0.0

153,569.0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

叫

0.0

0.8

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量""
ω

⑩・⑧X⑨X小1/12

9.76

434.0

0.0161

9.76

434.0

0.0185

0.0

叩

1,498.8

0.0

四

0.4890

0.0

1,499.フ

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

卿

0.0

0.4000

咽

0.0

75.1

0.0

75.1

四

0.1

0.2

田本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネノレギー等の
使用状況の把握

対策番号

A202

A203

重点対策

A204

(裏)

温暖化対策推進担当の配置

A501

具体的な取組目標と内容の設定

BI02

取組状況の点検体制の構築

対策名

ビル所有者の対策や要請に協力

運用対策

関連他者からの情報を加えて把握

CI01

CI09

C114

空室・不在時等のこまめな消灯

C501

空室・不在時等の空調停止

対策番号

C504

事務用機器を省ニネモードに設定

設備保守対策

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

利用状況に応じた空調の設定変更

その他対策

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI04

実緒年度の目標達成の状況

DI06

ランプ等の定期的な清掃・交換

空調フィノレターの清掃・点検

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

ボイラ等の定期点検の実施

目標の有無

EI03

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面磧当たの

■

その他

無

特記事項に内容を記載

ランク

krc02/m2

.

C02削減率(前午度比)

C02排出量総量)

%

t

(日本産業規格A列4番)
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その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事

S

業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

千早図書館

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

形

.け1,
名番地

下

範

再生可能エネルギー
の利用状況

態

(日本産業規格A列4番)

囲

■自己所有

゛

千早2-44-2

1,142.61

年度の
らの

■建物の全部

0

0.3

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①.⑭XO.0258)

,

エネルギ

区他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

復活追加

の

2

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

のi又.

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化,ハ
排出原単位

水L及び工用水Lの用並びに公共下水Lへの排水に
伴うて排出される二酸化炭素の量(③、圃

東京都豊島区

合計

3 二酸化炭素排出量等の内訳

再生可能エネルギー電
気の受入゜

三十(④・②、③)

、料"のイ用に伴い排出される二酸化,ハの延面員当た
りの量(⑤・②XI000/事業所等の延床面積)

■ 1年度分

口直営店

区建物の一部(その他)

区商業施設(飲食)

■その他

燃料等の種別

都市ガス

01年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

区加盟店

その他0

証書による環境価値
の利用

その他0

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

その他の買電(昼夜闇不明の場合を含む。)

単位

口

昼問偲時~22時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜問(2部寺~翌日部寺)

使用量

Nm

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩・(⑥/1,000)X⑨どする。

※2⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

④

30

⑥

L

口

kl

⑤

係数

口

59

12.6

口

0,0

kwh

0

口

⑦

45.00

熱量
(GJ)

kwh

0.0

59

50.80

kwh

0.0

⑧'(⑥ノ100のX⑦

51.6

36.70

kwh

0.0

区

0.0

121,3卵.0

kg-C02/m

二酸化炭素排出量

口

q,

排出
係数
@

0.0

0.6

9.97

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
(t)

@.@X⑨XU/12

9.76

457.0

0.0161

9.76

457.0

0.0185

0.0

1,184.5

0.0

0.4890

0.0

1,185.1

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

0.0

59.3

0.0

59.4

0.1

0.2

合計

211

4

0

40

4890

2
m

〒

町
以
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分
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準
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A202

A203

重点対策

(裏)

A204

温暖化対策推進担当の配置

具体的な取組目標と内容の設定

BI01

取組状況の点検体制の構築

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

CⅡ4

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フォルターの清掃・点検

目標の有無

目標値等(選択)

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当た切

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

krc02/m

C02削減率(前年度比)

C02排出量儷量)

%

t

細本産業規格A列4番)

<
＼

の
握

等
把

一
の

ギ
況

ル
状

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

池袋駅西自転車駐車場

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町名
以

形

範

再生可能工
の 1 用

番地
下

態

4

0;2

囲

閏自己所有

西池袋3-20-1

1,767.05

年度の
らの

■建物の全部

0

、ノレキ'^

状況

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

事務所

工場

原油換算エネノレギー使用量(①・⑭XO,0258)

P

エネルギ

告 内
更

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

復活追加

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

の^

使用期間

連鎖化事業区分

二酸化一素
排出原単位

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③、⑯)

田本産業規格A列4番)

東京都豊島区

合計

3 二酸化炭素排出量等の内訳

総計(④・②、③)

口

燃料等の使用に伴い k出される二酸化.,ハの延
りの量(⑤.②XI000ノ事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

■非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値和

その他の買電(昼夜闇不明の場合を含む.)

単位

口

昼間(8時~詑時)

②

の
水道及び工業用水道

口

夜闇他2時~翌日郡キ)

使用量

面積当た

Nm

公共下水道

③

口

蚫

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩*(⑥/1,00のX⑨とする。
※2⑪*(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時問)/1,000

⑫・(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

④

雛

@

口

L

kl

⑤

係数

口

田

0,0

口

0.0

kwh

0

口

⑦

合計

45.00

熱量
(GJ)

0.0

kwh

61

50.80

0.0

kwh

⑧"(⑥ノ1000)X⑦

34.5

36.70

kwh

0,0

口

0.0

126,769,0

kg-C02/m2

二酸化炭素排出量

口

仰

排出
係数
@

0,0

0.0

9.97

0.0

0,0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

@.⑧X@X小1/12

9.76

262.0

0,0161

9.76

262.0

0,0185

0.0

に37.3

0.0

0.4890

0.0

1,237.3

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0,0

0.4890

0,2660

U,1

0.0

0.4000

0.0

62.0

0,0

62,0

0,1

0.1

593

1

0

2

口
■
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A204

ギー等の
況の把握

重点対策

(裏)

取組状況の点検体制の構築

BI01

対策名

BI05

運用対策

自ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

C114

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

事務用機器を省エネモードに設定

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

DI04

実績年度の目標達成の状況

ランプ等の定期的な清掃・交換

DI06

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

空調フィノレターの清掃・点検

目標

ボイラ等の定期点検の実施

目標値等(選択)

の 有無

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当た助

■

その他 特記事項に内容を記載

ランク

kぎ一C02/m2

C02削減率(前年度比)

C02排出量儒量)

%

t

細本産業規格A列4番)

レ
状

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無



その2

1 事業所等の概要

事業所等の名、称

事 業

事業所等の所在地

所

地球温暖化対策報告書(その2)

事業所等の延床面積

番

池袋西口公園

所

号

報

(表)

A

有

報告範囲の主たる用途

町名
以

日本標準産業分類
における細分類番号

形

範

再生可能工
の利用

番地
下

態

4

囲

■自己所有

西池袋1-8-26

年度の
らの

■建物の全部

50.26

0

口事務所

ロエ場

、ルギー

状況

2 原池換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量(2021年度の状況)

報告内
変更

原油換算エネノレギー使用量(①*⑭XO.0258)

・101'1,

,

エネ ノレ

口他者所有

口

区市町村名

再生可能エネルギー
発電設備の設置

口建物の一部(テナント)

二酸化炭素
排出量

の J貝

ギー使用期

新規追加

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)

口商業施設(物販)

口複合施設

連鎖化事業区分

二酸化一素
排出原単位

合計

水L及び工業用水Lの使用並びに公共下水Lへの排水に

伴って排出される二酸化炭素の量(③.⑯)

東京都豊島区

3 二酸化炭素排出量等の内訳

J又,

総計(④.②゛③)

亜

燃料等の使用に伴い排出される二酸化,素の延床面積当た
りの量(⑤.②XI000/事業所等の延床面積)

再生可能エネルギー電
気の受入

■ 1年度分

口直営店

口建物の一部(その他)

燃料等の種別

都市ガス

商業施設(飲食)

その他

01年未満

その他(LPG)

その他耿丁油)

口加盟店

その他0

口

Y

その他0

証書による環境価値
の利用

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

厘非該当

規則第5条の17第3項の場合のみなし値地

その他の買電(昼夜冊不明の場合を含む。)

単位

口

昼間(8時~詑時)

②

の
水道及び工業用水道

口

在佃住2時~翌E部寺)

使用量

入Tm

公共下水道

③

口

地

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)X⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位X延床面積X事業所等の総稼働時間yl,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬*(⑫/1,00のX⑨とする。

口

④

41

⑥

口

L

kl

⑤

係数

口

81

0.0

口

0.0

kwh

口

⑦

45.00

熱量
(GD

0.0

kwh

82

1,6H.6

50.80

0.0

kvv'h

⑧盲(⑥ノ100のX⑦

36.70

0.0

kwh

口

0.0

165,731.0

蚫一C02/m

二酸化炭素排出量

口

排出
係数
@

0.0

0.0

9.97

m3

0.0

0.0

9.28

0.0

0.0136

排出量
ω

@'⑧X⑨X判n2

2,268.0

9.76

0.0161

2,268.0

9.76

0.0185

0.0

1,617.5

0.0

0.4890

0.0

1,617.5

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.0

0.4890

0.2660

0.0

0.4000

0.0

81.0

0.0

81.0

四

0.6

0.9

(日本産業規格A列4番)
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4 地球温暖化対策の実施状況

組織体制の整備

エネ
使用

対策番号

A401

重点対策

(裏)

等の
把握

テナントにエネルギー使用量提供

BI01

対策名

BI05

運用対策

南ら入手可能な情報に基づく把握

CI01

エネルギー使用量の前年度比較

CI06

CI09

空室・不在時等のこまめな消灯

CⅡ4

冷暖房温度を都の推奨値へ変更

対策番号

C501

空室・不在時等の空調停止

設備保守対策

C504

事務用機器を省エネモードに設定

C508

個室等不使用箇所のこまめな消灯

その他対策

利用状況に応じた空調の設定変更

空室・不在時等の空調停止

設備導入対策

DI01

対策名

DI03

実績年度の目標達成の状況

DI04

ランプ等の定期的な清掃・交換

中央熱源機器等の定期点検の実施

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

EI01

空調フィノレターの清掃・点検

目標の有無

EI03

高効率照明ランプの採用(屋内)

目標値等(選択)

高効率照明器具の採用(屋内)

1

6 特記事項

口

口

ベンチマーク区分

有

目標達成した。

C02排出量艇床面積当たの

その他

■

特記事項に内容を記載

ランク

kg-C02/m

C02削減率励年度比)

C02排出量佛量)

r

%

細本産業規格A列4番)

一
の

ギ
況

ル
状

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

無


